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13．特別養護老人ホーム入所待機者調査

（１）現在の生活の場

ア.現在生活をしている場所は、「自宅」が４割弱と最も多くなっている。

イ.施設や病院が５割強となっているが、そのうち、「老人保健施設」が最も多くな

っている。

1.5 12.1 8.4 4.038.0 6.4 15.6 6.9 4.6

0.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特養ホーム待機者
N=1,484

自宅（家族などとの同居も含む） 高齢者専用賃貸住宅 病院に入院中

介護療養型医療施設に入所 老人保健施設 特別養護老人ホーム

認知症高齢者グループホーム ケアハウス・軽費老人ホーム 有料老人ホーム

その他 無回答

施設・病院

図表 123 現在の生活の場 （単数回答）

（２）本人・家族の状況

ア.７割弱を「女性」が占めている。

67.731.1 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特養ホーム待機者
N=1,484

男性 女性 無回答

図表 124 性別 （単数回答）
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イ．85 歳以上（「85～89 歳」「90 歳以上」の合計）が５割以上を占めている。

ウ．高齢者のみ世帯（「単身（ひとりぐらし）世帯」「夫婦のみ（配偶者は 65 歳以

上）の世帯」の合計）が５割以上を占めている。

エ．世帯の年収は、「100～200 万円未満」「200～300 万円未満」の割合が多くなっ

ている。

2.66.3

3.2

13.5 18.7 25.3 27.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特養ホーム待機者
N=1,484

65歳未満 65～69歳 70～74歳 75～79歳
80～84歳 85～89歳 90歳以上 無回答

図表 125 年齢 （数量回答）

21.0 1.331.1 42.9 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特養ホーム待機者
N=1,484

単身（ひとりぐらし）世帯 夫婦のみ（配偶者は65歳以上）の世帯
夫婦のみ（配偶者は64歳以下）の世帯 その他の世帯

無回答

図表 126 世帯構成 （単数回答）

7.9

7.3

14.4

14.5

12.3

5.9

3.2

2.7

1.6

4.2

26.1

0 5 10 15 20 25 30

50万円未満

50～100万円未満

100～200万円未満

200～300万円未満

300～400万円未満

400～500万円未満

500～600万円未満

600～700万円未満

700～800万円未満

800万円以上

無回答

％

【特養ホーム待機者 （N=1,484)】

図表 127 世帯の年収 （単数回答）
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（３）入所待機者の身体的状況

ア.「要介護４」「要介護５」がともに３割弱で、合計すると半数以上を占めている。

イ．医療器具・医療処置の状況をみると、「あてはまるものはない」が６割弱を占

めている。「褥瘡（床ずれ）の処置」「胃ろう・経管栄養」がそれぞれ１割弱とな

っている。

2.14.9

0.9

13.5 22.9 26.4 26.3

0.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特養ホーム待機者
N=1,484

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ わからない 無回答

図表 128 要介護度 （単数回答）

9.4

9.0

5.3

4.4

2.0

1.6

1.4

0.7

0.6

0.2

6.8

57.4

14.2

0 10 20 30 40 50 60

褥瘡（床ずれ）の処置

胃ろう・経管栄養

痰の吸引

尿管カテーテル

インスリン注射

ペースメーカー

在宅酸素

気管切開

人工肛門

人工透析

その他

あてはまるものはない

無回答

％

【特養ホーム待機者 （N=1,484)】

図表 129 医療器具・医療処置の状況 （複数回答）
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（４）特別養護老人ホーム以外の入所の申込み状況

ア.特別養護老人ホーム以外の入所・入院等の申込み状況をみると、「老人保健施設」

が２割強と最も多くなっている。次いで「介護療養型医療施設」が多くなってい

る。

イ. 特別養護老人ホーム以外に施設等を申し込んでいる理由は、「家族が精神的に

疲れているため」「家族が身体的に疲れているため」がそれぞれ４割弱となって

いる。

20.7

14.4

6.7

5.4

4.8

3.8

0.7

0.6

2.6

41.4

16.7

0 10 20 30 40 50

老人保健施設

介護療養型医療施設

認知症高齢者グループホーム

有料老人ホーム

一般の病院（医療保険での入院）

ケアハウス・軽費老人ホーム

シルバーピア・高齢者集合住宅

高齢者専用賃貸住宅

その他

特にない

無回答

％
【特養ホーム待機者 （N=1,484)】

図表 130 特別養護老人ホーム以外の入所申込み状況 （複数回答）

39.7

39.1

29.6

29.6

29.2

24.0

23.1

22.8

20.2

12.8

8.7

6.4

0 10 20 30 40

家族が精神的に疲れているため

家族が身体的に疲れているため

家族が働いているため

一人暮らし等、在宅生活に不安

家族の健康状態がよくないため

現在の住居が介護に適していない

待機期間を見込み早めに申込んだ

自己負担が少なくてすむから

介護者がいない、など

医師等に入所をすすめられたから

その他

無回答

％
【特養ホーム待機者 （N=624)】

図表 131 施設等を申し込んでいる理由 （複数回答）
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（５）希望する特別養護老人ホームのタイプ

ア.「多床室」が４割弱と最も多くなっている。次いで「従来型個室」が３割強と

なっている。

イ.『多床室』を希望する人の８割弱が「費用負担の面を考慮して」という理由を

あげている。また、『従来型個室』を希望している人では、「費用負担の面を考慮

して」が５割弱、「居室や設備の形態が自分の生活スタイルに合っているから」

が４割強となっている。『ユニット型個室』では、「居室や設備の形態が自分の生

活スタイルに合っているから」が５割強となっている。

31.8 11.238.1 10.0 8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特養ホーム待機者
N=1,484

多床室 従来型個室 ユニット型個室 どのタイプでも構わない 無回答

図表 132 希望する特別養護老人ホームのタイプ （単数回答）

77.7

33.4

11.8

28.8

13.4

12.5

9.4

6.5

3.9

49.8

36.0

43.9

18.2

25.8

14.8

3.0

5.3

4.7

10.2

32.5

54.2

12.7

36.7

29.5

1.8

4.8

5.4

19.5

12.8

3.4

56.4

6.0

2.0

43.6

6.7

6.0

0 20 40 60 80

費用負担の面を考慮して

急な体調の変化など、
緊急の際に安心だから

居室や設備の形態が自分の生活
スタイルに合っているから

なるべく早く入居したいから

希望に合った形の介護を受けられるから

入居希望施設がそのタイプだから

特にこだわりがないから

その他

無回答

多床室 n=566
従来型個室 n=472
ユニット型個室 n=166
どのタイプでも構わない n=149

％

図表 133 希望する特別養護老人ホームのタイプ×理由 （複数回答）
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（６）特別養護老人ホームを申し込んだ理由

ア.自分自身や家庭の状況からみた理由は、「将来の介護に不安を感じるため」が５

割弱と最も多く、次いで「家族が精神的に疲れているため」「家族が身体的に疲

れているため」がともに４割弱となっている。

イ.在宅サービスの状況からみた理由は、「24 時間のホームヘルプサービスが必要な

ときに使えないため」「ショートステイが必要なときに使えないため」がともに

１割強となっている。

ウ.特別養護老人ホームの特徴からみた理由は、「24 時間介護が受けられるため」が

８割と最も多く、次いで「専門的な介護が受けられるため」が６割となっている。

【自分自身や家庭の状況からみた理由 （N=1,484)】

46.5

39.3

38.4

33.7

26.5

20.9

3.3

8.4

1.1

6.2

0 10 20 30 40 50

将来の介護に不安を感じるため

家族が精神的に疲れているため

家族が身体的に疲れているため

家族が高齢あるいは病弱で、介護が困難なため

家族が働いており介護する家族がいないため

ひとりぐらしにより介護する家族がいないため

在宅サービスを使いたくないため

その他

特にない

無回答

％

【在宅サービスの状況からみた理由 (N=1,484)】

13.9

13.5

7.3

4.7

4.2

12.1

25.3

34.4

0 10 20 30 40

24時間のホームヘルプサービスが使えないため

ショートステイが必要なときに使えないため

現在の在宅サービスでは不満があるため

デイサービスが必要なときに使えないため

地域に十分な介護サービス事業者がいないため

その他

特にない

無回答

％

【特養ホームの特徴からみた理由 （N=1,484)】

79.9

60.2

44.7

33.6

31.0

14.0

4.3

2.5

7.5

0 20 40 60 80

24時間介護が受けられるため

専門的な介護が受けられるため

孤独にならないため

防犯、防災などで安心できるため

掃除、洗濯などの家事がいらないため

在宅より費用が安くなるため

その他

特にない

無回答

％

図表 134 特別養護老人ホームを申し込んだ理由／３種 （複数回答）
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（７）特別養護老人ホームの費用負担

ア.１か月あたりの負担可能な最大額は、「９～11 万円未満」が２割弱と最も多くな

っている。また、「９～11 万円未満」を含め「11 万円未満」が５割以上を占めて

いる。

イ.費用負担者は、「本人」が５割弱と最も多くなっている。

3.4

7.2

12.0

13.3

18.7

9.1

9.4

5.1

3.2

3.2

1.1

1.3

0.5

4.2

0 5 10 15 20

３万円未満

３～５万円未満

５～７万円未満

７～９万円未満

９～11万円未満

11～13万円未満

13～15万円未満

15～17万円未満

17～19万円未満

19～21万円未満

21～23万円未満

23～25万円未満

25万円以上

わからない

％
【特養ホーム待機者 （N=1,484)】

図表 135 特別養護老人ホームの１か月あたりの負担可能額 （単数回答）

11.1 30.348.6 4.2 5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特養ホーム待機者
N=1,484

本人の負担 家族の負担 本人と家族の両方の負担 その他 無回答

図表 136 費用負担者 （単数回答）
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ウ.特別養護老人ホームの１か月あたりの負担可能額別に特別養護老人ホーム以外

の入所・入院等の申込み状況をみると、21 万円以上で「有料老人ホーム」の申込

みの割合が高くなっている。

23.8

12.2

5.4

2.6

5.4

3.6

1.1

0.4

2.6

41.5

17.4

24.8

17.6

6.7

5.2

4.3

5.1

0.7

0.5

1.9

40.1

14.0

15.9

12.9

12.4

10.6

4.1

2.9

2.4

44.1

10.6

15.9

13.6

2.3

27.3

9.1

45.5

11.4

0 10 20 30 40 50

老人保健施設

介護療養型医療施設

認知症高齢者グループホーム

有料老人ホーム

一般の病院（医療保険での入院）

ケアハウス・軽費老人ホーム

シルバーピア・高齢者集合住宅

高齢者専用賃貸住宅

その他

特にない

無回答
９万円未満 n=533

９～15万円未満 n=750
15～21万円未満 n=170

21万円以上 n=44

％

※「0.0」は非表示

図表 137 １か月あたりの負担可能額×申込み施設 （複数回答）
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（８）最初に特別養護老人ホームの申込みをした時期

ア.「１年未満」「１～２年未満」がそれぞれ２割程度となっている。

イ．要介護度と申込みをした時期との関係はほとんどみられない。

18.7

20.7

18.4

21.8

21.5

10.2

9.2

10.6

8.4

6.3

8.5

8.7

5.4

7.4 7.4 6.4

19.9

21.8

20.9

14.8

19.2

23.2

19.3

18.1

19.3

22.2 13.0

7.7

7.7

6.1

3.8

7.1

7.1

8.2

6.2

6.4

6.0

6.6

3.2

7.4

3.3

2.3

2.9

4.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【特養ホーム待機者】
全体 N=1,484

要介護２以下 n=316

要介護３ n=340

要介護４ n=392

要介護５ n=391

１年未満 １～２年未満 ２～３年未満 ３～４年未満 ４～５年未満
５～７年未満 ７～10年未満 10年以上 無回答

図表 138 要介護度×最初に申込みをした時期 （数量回答）

（９）サービス等の充実による在宅生活の希望

ア.在宅サービスの提供や制度の充実が見込めれば、在宅での生活を希望するかど

うかをみると、「すぐに特別養護老人ホームに入所したい」「いつかは特別養護老

人ホームに入所したい」がそれぞれ３割弱となっている。

イ.在宅生活を希望するのは、２割弱（「可能な限り今の家で生活を続けたい」、「ぜ

ひ、今の家で生活を続けたい」の合計）となっている。

14.2 26.24.2 9.8 26.6 18.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特養ホーム待機者
N=1,484

ぜひ、今の家で生活を続けたい 可能な限り今の家で生活を続けたい

いつかは特別養護老人ホームに入所したい １年以内に特別養護老人ホームに入所したい

すぐに特別養護老人ホームに入所したい 無回答

図表 139 在宅生活の希望 （単数回答）
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（10）在宅生活を続けるために必要なこと

ア.特別養護老人ホームへ入所するまでの間、在宅生活を続けるために『自分自身

に必要なこと』は、「健康状態や身体の機能を維持・向上すること」が５割強と

最も多くなっている。

イ.『家族に必要なこと』は、「精神的な介護負担が軽くなること」が５割弱、「身

体的な介護負担が軽くなること」が５割弱と最も多くなっている。次いで「健康

状態を維持・回復できること」が４割弱となっている。

【自分自身に必要なこと （Ｎ＝1,484）】

53.9

18.1

9.4

9.4

5.9

28.3

0 10 20 30 40 50 60

健康状態や身体の機能を維持・向上すること

ひとりぐらしによる不安をなくすこと

家事ができるようになること

その他

特にない

無回答

％

図表 140 在宅生活を続けるために必要なこと／自分自身に必要なこと （複数回答）

【家族に必要なこと （Ｎ＝1,484）】

46.6

45.8

38.4

21.2

12.3

3.0

3.2

5.8

28.8

0 10 20 30 40 50

精神的な介護負担が軽くなること

身体的な介護負担が軽くなること

健康状態を維持・回復できること

働き続けられること

より良い介護方法を身につけること

その他

特にない

家族はいない

無回答

％

図表 141 在宅生活を続けるために必要なこと／家族に必要なこと （複数回答）
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ウ.住環境に必要なことは、「介護に適した住宅に改善すること」が２割強となって

いる。

エ.その他必要なことは、「介護に関する費用が増えないこと」が５割弱と最も多く、

次いで「緊急時の連絡ができ安心して生活できること」が４割強、「夜間・緊急

時でも介護サービスが利用できること」が４割弱、「必要な在宅サービスを必要

なときに使えること」が３割強となっている。

【住環境に必要なこと （Ｎ＝1,484）】

22.7

9.6

4.4

30.9

36.1

0 10 20 30 40

介護に適した住宅に改善すること

介護に適した住宅に住み替えること

その他

特にない

無回答

％

図表 142 在宅生活を続けるために必要なこと／住環境に必要なこと （複数回答）

【その他必要なこと （Ｎ＝1,484）】

45.5

40.8

36.9

32.4

19.3

17.7

16.0

15.8

7.2

2.8

4.6

28.8

0 10 20 30 40 50

介護に関する費用が増えないこと

緊急時の連絡ができ安心して生活できること

夜間・緊急時でも介護サービスが利用できること

必要な在宅サービスを必要なときに使えること

利用できる在宅サービスの量が増えること

介護についての情報が多く得られること

在宅サービスの質が良くなること

在宅サービスの手続きが簡単になること

世間体を気にせず介護サービスが利用できること

その他

特にない

無回答

％

図表 143 在宅生活を続けるために必要なこと／その他必要なこと （複数回答）


